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1. はじめに

災害保険の普及の程度は極めて低い．それはリスク

事象の稀少性，被害の同時性に起因する保険商品の内

容の不備の問題や，災害リスク情報の不完全性等，幾

重もの要因が重なった結果である．本研究では家計の

リスク管理意識の問題に焦点を当てる．仮にハザード

マップ等が完備されて災害リスク情報へのアクセスが

容易になったとしても，家計は自発的にリスクを無視

し，災害保険を購入しない傾向があることを示す．

本研究では，災害リスク情報が完全な市場において

家計がリスクを認知しない心理的メカニズムを定式化

する．家計はしばしば「自分が災害被害に遭うはずが

ない」と決め込み，その後に提供される災害情報と災

害保険に反応しないことが指摘されている．本研究で

は，そのような初期時点における信念の形成とその後

の災害保険の不購入が，家計の合理的選択の帰結であ

ることを説明することを目的とする．

本研究では，Festinger(1957)により主張された認知

的不協和の理論と，Ellsberg(1961)等により指摘された

曖昧性回避選好に着目する．認知的不協和とは，自分

の知識，意見，信念などと外部から与えられた情報と

の間に矛盾や対立が存在するとき，本人の内部にこれ

を減少させようとする圧力が生じることをいう．「自分

が災害被害に遭うはずがない」という信念が形成され

た後に外部から真のリスク情報が与えられたとき，個

人は自分の行動の意味を一貫させるためにむしろこの

事実を否定してしまう．一方，曖昧性とは確率分布さえ

判らない状態を意味する．人 が々曖昧な状況を忌避する

傾向が広く観察されている．

2. 認知的不協和と保険行動（モデル０）

2期間モデルを定式化する．対象地域では第0期には

災害の真の（客観的）生起確率pが解明されていない．

第 1期になると災害の客観的生起確率 pが公表され，同

時に市場で災害保険が利用可能となる．第 0期におい

て，家計は第 1期に判明する pについて一様分布を抱い

ていると仮定する．そして本研究では第 0期で災害の主

観的生起確率である信念 q0を形成する場合（モデル０）

と，第 1期で信念 q1を形成する場合（モデル１）につい
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て個別に主観的期待費用を導出する．両者を比較して

合理的な信念形成のタイミングについて検討する．

モデル０における最適信念 q0と期待費用EC 0を後ろ

向き帰納法によって導こう．第 1期において家計が抱く

災害の主観的確率は次式で与えられる．

q̂1 = (1Ä ã)q0 + ãp (1)

ただしq0は第0期に形成した信念であり第1期において

与件である．ã(0 îãî 1)は家計の災害情報に対する信

頼の程度を表すパラメータである．第 1期において主観

的確率q̂1は自動的に定まる．第 1期に pが公表され保険

が発売された後の主観的期待費用は次式で与えられる．

C 0
1 (q0; p) = min [q̂1l(1 + ór); pl(1 + ") +éjp Ä q̂1j] (2)

lは災害時の損失を表す．[ ]の左側は保険を無視する場

合，右側は保険を購入する場合の第 1期の主観的費用を

表す．保険を無視する場合，主観的費用は主観的な期

待被害額q̂1lと，資産水準の変動に伴う心理的なリスク

プレミアムq̂1lórの和により構成される．一方，保険を

購入する場合の費用の第1項pl(1 + ")は保険料を表す．

ただし pl"は保険会社が集合的支払いを担保するための

リスクプレミアムである．災害時の損失は保険によっ

てフルカバーされると仮定する．ただし" <órを仮定す

る．また家計は保険を購入するとき，主観的確率q̂1を修

正して真の確率 pを認知することを要求される．第 2項

éjp Ä q̂1jは真の確率を認知する際の心理的費用を表す．
不協和係数éは自分が正しいと信じる程度を表すパラメ

ータである．ただし 0 î éî l(1 + ór)を仮定する．

第 1期の 2項選択の解には種種の場合分けが存在す

る．例えば，ã2< ãî ã1のケースでは，以下の命題1

が従う．

命題1　第1期に判明する pが0 î p <K1q0ならば家計

は保険を購入する．K1q0 < p î 1ならば家計は保険を

無視する．

ただし境界値は次式で与えられる．

ã1 ë
l(1 + ") +é
l(1 +ór) +é

; ã2 ë
l(1 + ")Äé
l(1 +ór) Äé (3a)

K1 =
(1 Äã)fé+ l(1 +ór)g

(1Ä ã)fé+ l(1 +ór)g Ä l(ór Ä ") > 1 (3b)
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第 0期において家計は第 1期の期待費用を最小化する

ように信念 q0を決定する．

min
q0

EC0
0 =

Z 1

0
C 0

1 (q0; p)dp (4)

右辺の積分区間は命題1に示すように保険を購入する

区間と無視する区間に分解され，それぞれの費用が積

分される．第0期に形成される最適な信念 q0と，それに

従う第 1期の行動に関して，命題2を得る．

命題2　 0 îãî ã3のとき，家計は第0期でqÉ0 = 0を選

択し，第 1期で保険を購入しない．またã3 <ãî 1のと

き，家計は第 0期で qÉ0 = 1=2を選択し，第 1期で保険を

購入する．

境界値ã3とそれぞれのケースの最小期待費用

EC0É
0 (qÉ0)は次式で与えられる．

ã3 ë
2l(1 + ") + é

2l(1 +ór) +é
(5a)

EC 0É
0 (0) =

1
2
ãl(1 +ór) (for 0 î ãî ã3) (5b)

EC 0É
0 (

1
2

) =
1
2
l(1 + ") +

1
4
é(1 Äã) (for ã3 < ãî 1)(5c)

3. 曖昧性回避選好と保険行動（モデル１）

モデル１では家計は第 1期に，客観的確率 pが公表さ

れてそれに対応した保険が発売された後に信念 q1を形

成すると仮定する．第 1期における災害の主観的確率q̂1
は以下のように与えられる．

q̂1 = (1Ä ã)q1 +ãp (6)

第 1期の主観的期待費用は次式で表される．

C 1
1 (p) = min [min

q1
q̂1l(1 +ór); min

q1
pl(1 + ") +éjp Ä q̂1j]

= min [ãpl(1 +ór); pl(1 + ")] (7)

左側は保険を無視する場合，右側は購入する場合の期

待費用を表す．ここでは信念形成と保険購入選択を同

時に行うため，家計は保険を購入する場合にも認知的

不協和によるコストを負担しなくて済む．第1期におけ

る家計の保険行動は以下のように決まる．

命題3　0 îãî ã4のとき，家計は信念q1 = 0を選択し

て保険を無視する．ã4 <ãî 1のとき，家計は q1 = p

を選択して保険を購入する．

家計の保険購入の決定は pの大きさには依存しない．

境界値ã4は次式で与えられる．

ã4 ë
1 + "

1 +ór
(8)

第 0期には災害の生起確率に関する信念が存在しな

いことによる心理的な費用が発生する．最小期待費用

ã3

l(1 + ór)
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図.1　信念形成のタイミングと保険行動

EC1É
0 (qÉ1)は次式で与えられる．

EC1É
0 (0) =

1
2
ãl(1 + ór)(1 +óa) (for 0 î ãî ã4) (9a)

EC1É
0 (p) =

1
2
l(1 + ")(1 + óa) (for ã4 < ãî 1) (9b)

óaは（主観的な意味での）確率が存在しないことに起

因する曖昧性プレミアムを示す．

4. 信念形成のタイミング

情報の信頼度ãと認知的不協和の度合いéの大きさに

着目して，EC0É
0 (qÉ0 )とEC1É

0 (qÉ1)を比較しよう．図.1に

最適行動（信念形成期,第 1期の保険への対応）の領域

の区分を示す．領域A:(0,無視)，B :(0,無視)，C:(1,購入

)，D :(1,購入)，E:(0,購入)になる．ただし，

ã5 ë 1 Ä 2lóa(1 + ")
é

; ã6 ë
(1 + ")(1 +óa)

1 + ór
(10)

なお領域Bではモデル1では保険を購入することが合

理的であり，領域Cではモデル０では保険を無視するこ

とが合理的になる．他の領域では双方のモデルで保険

行動が一致する．

現実の社会では，家計の認知的不協和の程度は広く

分布している．リスクコミュニケーションを通じてリス

ク情報の信頼度ãを向上させることによって，より多く

の家計が保険を購入するようになる．また曖昧性回避

選好óaが小さな家計で構成される社会では，曲線ã5; ã6

は破線のようにシフトするため，より広く第1期の信念

形成と保険購入が行われるようになる．

5. おわりに

認知的不協和の程度が大きい家計は第 0期には信念

形成を留保して，第 1期に信念を形成する．一方，曖昧

性回避の程度が大きい家計は第 0期に信念を形成する．

認知的不協和の程度や，曖昧性回避選好は家計に備わっ

た属性である．しかし情報の信頼度はリスクコミュニケ

ーションを通じて向上させることが可能である．今後，

その方法と効果について分析する予定である．
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